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議題2．デマンドタクシー「いこまいかー」・「くるりんバス」等、
　　　 市民の足の確保について

1)　運行開始から９カ月が経過した「いこまいかー」だが、当初の
    見込みと現状はどのようか。

2)  この７月までの利用数556件をみると、利用率では吉良地区が
    半数の260件、幡豆が46件だが、佐久島以外の一色地区は利用
    がない。これは当初見込みと比較してどうか。

     3)  制度の周知が不十分なのではないか。
     

4)  いこまいかーの利用では、通院や買い物がほとんどと聞くが、
    利用者の状況はどのようか。同一人の利用はどの程度か、
    １運行で複数人の利用はどの程度あるのか。どのように分析
    しているのか。

5) 「いこまいかー」では、最寄りバス停までだけではなく、支所
         までの利用もできるようにしてはどうか。

     

6)  寺津や一色、その他の地域でも「くるりんバス」を求める地域
          が多いときくがどうか。

     

7)  くるりんバスの運行要望が多い地域については、利用する一定
    数の乗車券や定期券を購入してもらうなど「利用」を担保して

          もらうことを考えないか。
     

8)  函館市では、「地域が住民の求める路線をアンケートで探り、
    定期券の購入などで採算がとれる運賃価格を設定し、バス会社
    に委託する」試みもある。生活の足を自分たちで守る住民意識

          の醸成も必要と思うがどうか。
     

9)  今年度「地域公共交通計画」を策定中だが、利用者だけでなく
    地域住民全般を対象とした入念なニーズ調査、価格や運行頻度
    などどこまでの条件なら利用するかなどの条件設定まで含めた
    調査が不可欠ではないのか。
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10) 近い将来、車が使えなくなる人口も踏まえた「地域交通計画」
    とするべきであり、Co2削減など環境政策として公共交通機関
    の利用を勧める、使いやすいものにするという市としてのマネ

        ージメントの姿勢が必要と思うが、どうか。
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